
やわたはま脱炭素推進コンソーシアム

キックオフミーティング

２０２5年１1月21日（金）

八幡浜庁舎５階大会議室

地域ぐるみでの脱炭素経営支援体制構築モデル事業（令和７年度環境省事業）
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 設立目的
やわたはま脱炭素推進
コンソーシアム

脱炭素経営による経営基盤強化

次世代へ持続可能な社会をつないでいく（「みかん」と「さかな」を守っていく）

POINT 01

POINT 02



 事業方針
やわたはま脱炭素推進
コンソーシアム
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支援機関側が感じる脱炭素経営支援の難しさ

◼ なぜ取り組むかの動機付け

◼ どのように地域を巻き込んでいくか

◼ 言葉の理解が難しい

◼ なにをどう情報発信すればわからない

企業の実態として

◼ エネルギー価格、物価、資材高騰

◼ 人材不足、知識不足

◼ 脱炭素へ意識が向かない

◼ 取引先から取組みを求められることも

コスト削減、人材獲得・育成、経営安定・拡大 “みかん”と“さかな”を次世代へつなぐ“みかん”と“さかな”を次世代へつなぐ

► 脱炭素経営を知る場の提供（きっかけづくり）

► 脱炭素経営は、課題の解決にもつながることを支援機関も企業と共に学び、成長する場

「 やわたはま脱炭素推進コンソーシアム 」

身近な影響

◼ カメムシの大量発生に

よるみかんの品質低下

◼ 漁獲高の減少

◼ 熱中症搬送者増加
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 事業概要
やわたはま脱炭素推進
コンソーシアム

１.省エネ診断の推進

省エネ診断の受診することで、

自社のエネルギーコストの削減、

運用改善や設備導入の方針を立

てることができる。市省エネ診

断支援補助金を活用することで、

実質無料で受診することも可能。

カードゲームや脱炭素経営ス

クールを通じて、意識変容、行

動変容を促し、実践に至るまで

一貫した支援を提供する。

【今治モデル横展開】

２.脱炭素経営支援プログラム

省エネ診断結果等の具体的な好

事例を積極的に情報発信する。

身近な具体例を共有することで

取組みを後押し！

各機関のネットワークを活かし

て最適な情報を届けていく。

３.情報発信
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 事業体制
やわたはま脱炭素推進
コンソーシアム
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